
■基礎評価のイメージ

（１）「基礎評価」の決定（１）「基礎評価」の決定（１）「基礎評価」の決定（１）「基礎評価」の決定
公共施設実態調査の結果をもとに、公共施設経営システムを活用し、品質（劣化状況、安全
性）・供給（サービスの適切さ）・財務（収益・市負担）の定量的な要素で評価する（下図参照）。

施設主管課において、基礎評価に定性的な要素（近隣施設・類似施設の有無（県・民間含
む）、民間との競合、防災対策など）の検証・分析の結果を勘案し、「総量の最適化」（建物）と
「質の向上」（機能）のそれぞの評価を組み合わせ、総合評価（案）として立案する。

　（２）施設主管課による　（２）施設主管課による　（２）施設主管課による　（２）施設主管課による
　　　　「総合評価（案）等」　　　　「総合評価（案）等」　　　　「総合評価（案）等」　　　　「総合評価（案）等」
　　　 の立案　　　 の立案　　　 の立案　　　 の立案

「施設評価」の概要（平成２５年度版）「施設評価」の概要（平成２５年度版）「施設評価」の概要（平成２５年度版）「施設評価」の概要（平成２５年度版）
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資料２－２

ＢＢＢＢ ＡＡＡＡ
品質　　　：平均点未満
供給・財務：平均点以上

品質　　　：平均点以上
供給・財務：平均点以上

ＤＤＤＤ ＣＣＣＣ
品質　　　：平均点未満
供給・財務：平均点未満

品質　　　：平均点以上
供給・財務：平均点未満
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■総合評価（案）の立案イメージ

　①市議会への報告 ➢市議会に総合評価（案）の内容を報告する。
　②市民の意見の収集

（１）の「基礎評価」および（２）の「総合評価（案）等」をもとに、ヒアリング（財政課担当⇒財政課
長⇒企画財政部長⇒戦略推進会議）において、「経営の方向性」を決定した上で、総合評価
（案）を決定する。

戦略推進会議において、「市民の意見」を踏まえて総合評価を決定し、市広報紙、市ホーム

市民の意見を収集し、総合評価（案）を検証する（必要に応じて修正）。
　（４）「市民の意見」　（４）「市民の意見」　（４）「市民の意見」　（４）「市民の意見」
　　　 の収集　　　 の収集　　　 の収集　　　 の収集

➢施設利用者アンケート、市政モニター、市ホームページなどを活用し、
   利用者（受益者）市民と負担者市民の意見を収集し、総合評価（案）を
   検証する（必要に応じて修正）。必要に応じて利用者等を対象とした説明会を開催。

　（３）「総合評価（案）」　（３）「総合評価（案）」　（３）「総合評価（案）」　（３）「総合評価（案）」
　　　 の決定　　　 の決定　　　 の決定　　　 の決定
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「総量の最適化」 「質の向上」

建物 機能

継続 継続

改修・更新 改善

処分
（廃止・売却・譲渡・貸付）

統合・集約

変更

移転

廃止

あ施設あ施設あ施設あ施設

い施設い施設い施設い施設

う施設う施設う施設う施設

建物 機能

あ施設 継続 改善

い施設 改修・更新 継続

う施設 処分 移転

総合評価（案）
区分

戦略推進会議において、「市民の意見」を踏まえて総合評価を決定し、市広報紙、市ホーム
ページなどを活用し、評価結果を公表する。

（５）「総合評価」の決定（５）「総合評価」の決定（５）「総合評価」の決定（５）「総合評価」の決定
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